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１．はじめに 珠洲市の概要１．はじめに 珠洲市の概要
① 位置

・能登半島の先端に位置

・金沢市

輪島市・



１．はじめに 珠洲市の概要１．はじめに 珠洲市の概要
② 過疎化（人口減少と高齢化の進行）
・人口減少率過去10年間で16％
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資料：昭和55～平成17年は国勢調査
平成22年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値



１．はじめに 珠洲市の概要１．はじめに 珠洲市の概要
② 過疎化（人口減少と高齢化の進行）
・65才以上の高齢者人口は37.2％（平成19年）
・今後も高齢者率は拡大することが予測されている

珠洲市における年齢階級別人口の見通し 
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平成22年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値



１．はじめに 珠洲市の概要１．はじめに 珠洲市の概要
③ 豊かな自然（里山・里海）と美しい暮らし



２．珠洲市の公共交通２．珠洲市の公共交通
① 広域交通
・能登空港（能登－羽田１日２往復）から約１時間
・金沢－珠洲間の特急バスが１日４往復（約２時間半）



２．珠洲市の公共交通２．珠洲市の公共交通
② 市内の公共交通

飯田地区

・珠洲市中心部（飯田地区）と市内各地
を結ぶ生活路線バス（１日片道３～６便）

・近隣市町を結ぶのと鉄道転換バス



２．珠洲市の公共交通２．珠洲市の公共交通
③ 市内公共交通（生活路線バス）の利用者

・平成14年184,362名／年→平成18年105,911名／年

（５年間で約42.6％減少。１日あたり平均約290名がバスを利用）

・月数回以上バスを利用する市民は人口の約14.2％
（珠洲市民アンケート）
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飯田周辺 １路線（市街地循
環線） 

※鉄道廃止に伴う転換バスについては、広域バス

（周辺自治体間を運行）となる為、データを掲

載していません。 

珠洲市におけるバス利用者数の推移



２．珠洲市の公共交通２．珠洲市の公共交通
④ 便別利用客数

・平均で平日6.2名／便、休日2.6名／便
・平均１名以下の便など、いわゆる“空バス”も存在

珠洲市内バスの便別平均乗車人数



２．珠洲市の公共交通２．珠洲市の公共交通
⑤ 市の財政負担

・バス利用者数の減少にともない、珠洲市など行政の
運行費用の赤字補填は増加傾向にある。
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３．珠洲市における公共交通の利用者特性３．珠洲市における公共交通の利用者特性
① 女性の高齢者が多くを占める。
・平成19年12月に実施したバス利用者ヒアリング調査
（平日276名、休日165名に調査）

・10才代以下も多い。
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70.9%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日(N=276)

休日(N=165)

１．男 ２．女 無回答

N= 276 N= 165

件数 ％ 件数 ％

10才未満 47 17.0% 4 2.4%
10才代 77 28.0% 29 17.6%
20才代 2 0.7% 0 0.0%
30才代 4 1.4% 1 0.6%
40才代 8 2.9% 9 5.5%
50才代 11 4.0% 11 6.7%
60才代 35 12.7% 28 17.0%
70才代 43 15.6% 51 30.8%
80才代以上 31 11.2% 28 17.0%
無回答 18 6.5% 4 2.4%

合計 276 100.0% 165 100.0%

年齢
平日(N=276) 休日(N=165)

珠洲市内バス利用者の性別 珠洲市内バス利用者の年齢



３．珠洲市における公共交通の利用者特性３．珠洲市における公共交通の利用者特性
② 外出目的は、通学（平日のみ）・通院・買い物
・平日は、通学・通院・買い物の３目的で87.6％
・休日は、買い物がもっとも多い。

珠洲市内バス利用者の外出目的
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３．珠洲市における公共交通の利用者特性３．珠洲市における公共交通の利用者特性
③ 生活に不可欠なバス（その１）
・週２～３日以上バスを利用する利用者は、平日で80.5％
・通学者だけでなく、通院や買い物でもバスを利用。

珠洲市内バス利用者のバス利用頻度
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３．珠洲市における公共交通の利用者特性３．珠洲市における公共交通の利用者特性
③ 生活に不可欠なバス（その２）
・バスを主な利用手段にしている利用者は、平日利用者の

92.9％、休日利用者の83.0％に及ぶ。

珠洲市内バス利用者の主な交通手段
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平日（N=210）

休日（N=165）



３．珠洲市における公共交通の利用者特性３．珠洲市における公共交通の利用者特性
③ 生活に不可欠なバス（その３）
・運転免許証を持っていない人の割合は、
平日利用者の93.1％、休日利用者の91.0％

珠洲市内バス利用者の主な交通手段
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運転免許証を持っており、自由に使える自家用車がある

運転免許証はあるが、自由に使える自家用車はない

運転免許証を持っていない



４．珠洲市の公共交通利用の現況整理４．珠洲市の公共交通利用の現況整理

（１） ２極化する市民
① バスをほとんど利用しない大多数の珠洲市民

・月数回未満しかバスを利用しない市民は、約85％

② バスへの依存度が高い少数市民
・バス利用者の８割以上が週２～３回以上バスを利用
・通学、通院、買い物など必要不可欠な外出にバスを利用
・自動車運転免許証を持たない。



４．珠洲市の公共交通利用の現況整理４．珠洲市の公共交通利用の現況整理

（２） 見えにくい市民ニーズ
① 市民のバスへの関心度は高い

・郵送回収率36.1％、自由記入欄への記入率32.9％

② 現況のバスへの不満は高くなく、「わからない」

51.6%

27.2%

31.4%

17.4%

18.0%

18.8%

31.0%

54.8%

49.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ルート

ダイヤ

料金

適切である 変更してほしい 無回答・わからない

資料：珠洲市民アンケート

珠洲市民のバスに対する評価



４．珠洲市の公共交通利用の現況整理４．珠洲市の公共交通利用の現況整理

（３） 公共交通の持続可能性
「公共交通の維持をどこまで追求すべきか」

① 増加する市内路線バスの運行への赤字補填

② 少数派であるバス利用者にとって不可欠なバス

・市民の合意形成を図りうる方法で議論

・市民、行政、運行事業者などが情報共有

・社会実験などを行いながら、持続可能性を探る



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（１） 珠洲市地域公共総合連携計画の策定
（平成21年2月）

基本方針①市民生活の足である公共交通をできる限り維持・

確保する
・高齢化の進行が公共交通の必要性を高めることを予測し、現在の公共交通体系
を維持する決意

基本方針②地域の実情にあわせた公共交通の効率化を図る

・公共交通体系の維持を可能とする効率性の追求

基本方針③市民のニーズにあわせた公共交通の改編

・効率性の実現にあたっては、市民との合意形成を重要視する姿勢



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

Ａ） 効率性の実現をめざす事業

①予約制乗合「おかえりバス」運行実験（能登半島初のデマンドバス実
験）
【概要】

・総合病院への通院患者、商店街買い
物客、高校生をターゲット に、路線バス
の運行が少ない昼間の時間帯の帰宅用
バスを運行

・乗車１時間前までの予約制。電話もしく
は病院専用窓口で予約

・H20.9.1～30日の月・火・土に、ルート
（２ルート）とダイヤ（１日４便）を固定して
運行

・料金は、路線バスよりもやや高め。



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み
①予約制乗合「おかえりバス」運行実験（能登半島初のデマンドバス実
験）
【結果】

・１４日間の運行中、利用者合計は１３名にとどまる。

【取組みから得られた知見】

１）周知の困難さ

・珠洲市初のデマンドバス。予算も限られ、実験期間が短い。

・新聞、CATV、ポスター、チラシを使い、周知を試みたが、認知度は低い。

２）高齢者には「予約制」という仕組みに抵抗が大きい

・路線バスの空白時間帯での運行であったが、数時間後の路線バスの利用
を選択する。



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

Ａ） 効率性の実現をめざす事業

②うぐいす号小屋線の予約運行実験

【概要】

・中心市街地と山間部集落を往復する小屋線（１日４往復）の最終往復便を、
予約制（電話予約）で運行（当日16:00まで）。（H21.1.5～2.28、日曜運休）

【結果】

・２ヶ月間の実験期間中、利用者は合計で３名

（実験対象便は、平日平均1.8人の利用であったことから、利用者が激減）

【取組みから得られた知見】

１）高齢者には「予約制」という仕組みに抵抗が大きい

・沿線住民へ３回に及ぶ説明会を開催。周知は徹底。認知度も高い。
・予約を介在させることへの抵抗感が大きい。



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

B） 利用促進をめざす事業

①買い物によるバス料金の割引実験

【概要】

・中心市街地で買い物をした人に、バス
割引券を配布

第１回：H20.9.1～9.30
→バス利用者に限定するため、
バス車内で引換券を配布

第２回：H20.12.1～H21.1.31
→買い物客全員に配布

仕組みが複雑でわかりにくい
配布枚数322枚のみ

配布枚数10万枚
（各家庭に10枚以上配布）



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み
①買い物によるバス料金の割引実験
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割引実験期間中の市内路線バス利用者の増加

第１回：利用枚数は292枚（１日平均9.7枚）。
利用促進効果は確認できず。

第２回：利用枚数は11,435枚（１日平均184.4枚利用）。
市内路線バスの利用者が12～18％増。

【取組みから得られた知見】

１）利用促進効果は確認できた。

しかし費用対効果はマイナス

・利用者増分は割引分を下回る

・買い物客増効果確認できず

（商店主アンケートより）



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

B） 利用促進をめざす事業

①うぐいす号「小屋線」の料金低減実験

【概要】

・中心市街地と山間部集落を往復

する小屋線の山間部区間を、

最大470円から 一律100円に低
減。

・平成21年1月5～2月28日
（日曜運休）
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①うぐいす号「小屋線」の料金低減実験
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【取組みから得られた知見】

１）利用促進効果は確認

・利用者増分は割引分を

下回る

沿線住民との協議による

実験

・目標値の提示

・路線の効率化など今後の

再編協議につなげる。



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

C）市民が一丸となることをめざす事業

①バス・ボランティア・サポートプログラム（B-VSP）試行実験

【概要】

・路線バスを地域の共有財産としてとらえ、バスの利用促進を推進する「バス・
ボランティア・サポート団体」の結成を促す。

・団体と地域公共交通活性化協議会とが協定を締結。活動経費を助成。

  バス待合所づくり バス停の清掃活動



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

C）市民が一丸となることをめざす事業

②市民交流バスの運行

【概要】

・路線バス車内を地域のコミュニティセンターとしてとらえ、車内広告スペース
を利用して、沿線保育所園児の絵画展を実施

 

 

 



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

C）市民が一丸となることをめざす事業

③バス利用促進キャッチフレーズの募集・ステッカーの配布

【概要】

・バス利用促進キャッチフレーズを

市民から公募。

 



５．珠洲市における公共交通の再構築の試み５．珠洲市における公共交通の再構築の試み

（２） 複合的な取組みの実施と成果

C）市民が一丸となることをめざす事業

④あなたが乗りたい珠洲市のバスコンクール

【概要】

・バス車両のデザインを市内小中学生から公募。

・導入予定の市街地循環バスにデザインを反映する予定

  



６．珠洲市における公共交通の再構築の成果６．珠洲市における公共交通の再構築の成果

（１）市民の２極化

（２）運行の効率化と利用者以外の市民の支持

・圧倒的多数の公共交通の非利用者
・公共交通に生活を依存する利用者

・効率化→高齢者が多い過疎地では、あらたな仕組み導入への
抵抗が大きい。割引制度さえ受け入れられにくい。

・市民の支持→市民の関心喚起が困難。インセンティブが見つか
らない。（×渋滞緩和 ×環境問題）

政策判断が必要



７．おわりに・・・今も続く挑戦７．おわりに・・・今も続く挑戦

（１）乗合タクシー運行実験

（２）広域交通の拡充実験（夏期の観光シーズン）

・バス路線までの往復乗合タクシー（１回１００円）実験を実施中

・比較的便数の多い特急バスとつな
ぐ、予約制小型バスの運行
・隣接町（能登町）との共同実験

 

（３）スクールバスの空き時間を活用した実験
・山沿いの空白地域を走る実験準備中。（12/5より実験開始予
定）


